ST EEXEBRIFERESER L\UOHNR - I"EREFEESSE
WU - RERFDRALLFICEITE@ NS SFRO<YICET SHREMSE

BALICRE I SEERER T DHHE

£ 28 H
FEEEIMY S <R - #EE/HIEOER

bl K&
BER PR -

BET XA NS -BRAERER ]
HEERCPRERXFRAXEFER HiR)

BB ¥ 2 EEE A T EHE

— ki FAEA BERY -V v L7 - IHEFRKES



1. FEEZRYUESIEZTI T LRHEDIRIR

(1) AR
IR ;
2024 (5H06)FE. REARFEDOEIN-PERICHITDIFAER I BEEREE
£353,970ATHhY. BIEENST7,488 A (2. 2%)IEN0,
EREIREEECHDDITFTERBEEFEDEISIE3.9%,
HERHTEOMN3.1%. 9O0HUEXRFELTLWSEEIL54.2%,
=SR=»67, 782 N(BIE68,770AN). 1,000 A2V 23.3 AN (FIFE23.5
N)FRERDOE, iR BRFICESIZET10,566 A BEHRBEICR>IE
2,963 A,

=l1=—R

DIEHFHBEDEMEICHTI2EBRHREICHHY T 3B DESDEFREICET
DIEE<2016(FER28)FE> IDBENZEFICKLDIREBDFRICXTT
DEFHDEAL

@IAOFBDHEICLDIEREMDIET
QEFLEEEVNEE I D IRESFEICH T DIEHNS DEYRIEECNE
R EICERE

BB ¥ 2 EEE A T EHE

— ki FAEA BERY -V v L7 - IHEFRKES



Fz2-1T T*ERODERAICEHIDEIEDLT

FRAAIMNIEIEUIZEER FEERANFIRUZEE
WU HHE ;4.2% WU BHHE ;26.2%
BHKEN\DRIN-kFE :3.5% SeEEEDEMN D 535.9%
BEEEDRSTIV-ILEEF ;2.0% SeEMNSRELRSNIZ-14Z] ;16.7%

(GAEEAR: 2023 (FH5)F7~8H)
B FEEFERIFMTRAN(2024) XA EFTER TERDERTTICET SHE
RS 1(P10) Z5TICEE1ERL

20 E**‘x\ \COCOL07°5JF9§L =E-3

DEV DS (AR ERESHIR) D
ORARBBEXIEL Y I— S BEDEE

O F— LR IZB51 B REFIEDHE (R I — LAY 5 —
(AT, SC)- 25 =N ==~ (T SSW DR

#“#

BB ¥ 2 EEE A T EHE

— ki FAEA BERY -V v L7 - IHEFRKES



1;不登校の要因

		表2-1　不登校の要因に関する回答ついて ヒョウ

		学校側が把握した事実 ガッコウガワ ハアク ジジツ				子ども本人が選択した事実 コ ホンニン センタク ジジツ

		いじめ被害 ヒガイ		；4.2%		いじめ被害 ヒガイ		；26.2%

		教職員への反抗・反発 キョウショクイン ハンコウ ハンパツ		；3.5%		先生と合わなかった センセイ ア		；35.9%

		教職員とのトラブル・叱責等 キョウショクイン シッセキ トウ		；2.0％		先生から厳しく怒られた・体罰 センセイ キビ オコ タイバツ		；16.7%

		(調査期間：2023(令和５)年７～８月) チョウサ キカン レイワ ネン ガツ

		出典；子ども発達科学研究所(2024)「文科省委託事業 不登校の要因分析に関する調査 シュッテン ジギョウ フトウコウ ヨウイン ブンセキ カン

		　　　　　研究報告書」(P10)を元に筆者作成





2;いじめの解消

		図表2-2　いじめの解消状況について ズ ヒョウ

				全学校 ゼンガッコウ		小学校 ショウガッコウ		中学校 チュウガッコウ		高等学校 コウトウガッコウ		特別支援学校 トクベツシエン ガッコウ

		解消しているもの　(日常的に観察継続中) カイショウ ニチジョウテキ カンサツ ケイゾク チュウ		567,710		458,128		93,314		13,836		2,432

				77.5%		77.8%		76.0%		78.6%		73.2%

		解消に向けて取組中 カイショウ ム ト ク チュウ		163,671		130,365		29,129		3,312		865

				22.3%		22.1%		23.7%		18.8%		26.0%

		その他 タ		1,187		437		260		463		27

				0.2%		0.1%		0.2%		2.6%		0.8%

		計 ケイ		732,568		588,930		122,703		17,611		3,324

		出典；文科省(2024a)「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」(P23)を元に筆者作成 シュッテン モンカショウ モト ヒッシャ サクセイ





5;校種別のSSWr対応学校数

		図表2-5　校種別ごとのSSW対応学校数(2023年度) ズ ヒョウ コウシュベツ タイオウ ガッコウ スウ ネンド

						小学校　 ショウガッコウ		中学校　 チュウガッコウ		義務教育学校 ギムキョウイク ガッコウ		高等学校 コウトウ ガッコウ		中等教育学校 チュウトウ キョウイク ガッコウ		特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		教育支援センター等 キョウイクシエン トウ

		対応件数 タイオウ ケンスウ		21,180		12,311		6,423		119		1,701		14		304		308

				100.0%		58.1%		30.3%		0.6%		8.0%		0.1%		1.4%		1.5%

		出典；文科省 児童生徒課より「スクールソーシャルワーカーの配置状況」について情報提供を受け、筆者作成 シュッテン モンカショウ ジドウ セイトカ ハイチ ジョウキョウ ジョウホウ テイキョウ ウ ヒッシャ サクセイ

		※SSWrの実人数；3,747人

		※文科省の補助金を利用し、対応したSSWrの実態となっている モンカショウ ホジョキン リヨウ タイオウ ジッタイ

		※補助金の有無にかかわらないSSWrの活動日数については、「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」P133参照 ホジョキン

		※学校種別の配置実人数については、SSWrが教育委員会等に配置され、複数の学校等を対応しているケースが多いためデータがない





6;SSWrの配置

		図表2-6　SSW の各配置形態とメリット ズ ヒョウ カク

		配　置　形　態 ハイ チ カタチ タイ				メリット

		１．学校配置型 ガッコウ ハイチ ガタ		①単独校配置 タンドクコウ ハイチ		勤務日には常に当該校にいるため、緊急時の対応が可能である。教育相談コーディネーター等との連携により、児童生徒の行動観察や本人・保護者との面談、家庭訪問等を実施できる。 キンムビ ツネ トウガイ コウ キンキュウジ タイオウ カノウ キョウイクソウダン トウ レンケイ ジドウセイト コウドウカンサツ ホンニン ホゴシャ メンダン カテイホウモン トウ ジッシ

						共通；比較的に児童生徒・保護者等や教職員との関係構築が行いやすく、連携を取りやすい。児童生徒のおかれた環境の状況や課題等を把握できる。面談等直接支援を主とするが、適宜、間接支援も行う。 キョウツウ ヒカクテキ ジドウセイト ホゴシャ トウ レンケイ ト ジドウセイト カンキョウ ジョウキョウ カダイ トウ ハアク メンダントウ テキギ

				②拠点校配置 キョテンコウ ハイチ

						地域の小中学校を担当することにより個々の児童生徒の成長過程をみることができる。きょうだいケースなど小中学校間の連携が取りやすい。 チイキ ショウチュウ ガッコウ タントウ ココ ジドウセイト セイチョウ カテイ ショウチュウ ガッコウ カン レンケイ ト

		２．派遣型 ハケン ガタ				配置された地域を広範囲に担当し、どの学校も公平にSSWrを活用することができる。学校からの派遣依頼を受けて、緊急時等に適宜対応することが可能となる。教職員へのコンサルテーションやケース会議など間接支援が中心となる傾向がある。 ハイチ チイキ コウハンイ タントウ ガッコウ コウヘイ カツヨウ ガッコウ ハケン イライ ウ テキギ タイオウ カノウ キョウショクイン カイギ カンセツシエン チュウシン ケイコウ

		３．巡回型 ジュンカイ ガタ				予め定められた学校ではあるが、地域の複数校の学校を巡回するため、当該校においては、巡回時に相談できる体制をとることができる。換言すると、学校から要請がなくてもSSWrからアプローチすることも可能である。巡回時に気になる児童生徒がいれば教員に尋ねたり、校内各種委員会に参加することもできる。　 アラカジ サダ ガッコウ チイキ フクスウコウ ガッコウ ジュンカイ トウガイコウ ジュンカイジ ソウダン タイセイ カンゲン ガッコウ ヨウセイ カノウ ジュンカイジ キ ジドウ セイト キョウイン タズ コウナイ カクシュ イインカイ サンカ

		出典；馬場幸子(2019);SSWの仕事 等を参照に筆者作成  シュッテン バンバ サチコ シゴト トウ サンショウ ヒッシャ サクセイ
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1;不登校の要因

		図表2-1　不登校の要因に関する回答ついて ズ ヒョウ

		学校側が把握した事実 ガッコウガワ ハアク ジジツ				子ども本人が選択した事実 コ ホンニン センタク ジジツ

		いじめ被害 ヒガイ		；4.2%		いじめ被害 ヒガイ		；26.2%

		教職員への反抗・反発 キョウショクイン ハンコウ ハンパツ		；3.5%		先生と合わなかった センセイ ア		；35.9%

		教職員とのトラブル・叱責等 キョウショクイン シッセキ トウ		；2.0％		先生から厳しく怒られた・体罰 センセイ キビ オコ タイバツ		；16.7%

		出典；子ども発達科学研究所(2024)「文科省委託事業 不登校調査 2022(令和5)年」(P10)を元に筆者作成 シュッテン ジギョウ フトウコウ モト ヒッシャ サクセイ







2;いじめの解消

		図表2-2　いじめの解消状況について ズ ヒョウ

				全学校 ゼンガッコウ		小学校 ショウガッコウ		中学校 チュウガッコウ		高等学校 コウトウガッコウ		特別支援学校 トクベツシエン ガッコウ

		解消しているもの　(日常的に観察継続中) カイショウ ニチジョウテキ カンサツ ケイゾク チュウ		567,710		458,128		93,314		13,836		2,432

				77.5%		77.8%		76.0%		78.6%		73.2%

		解消に向けて取組中 カイショウ ム ト ク チュウ		163,671		130,365		29,129		3,312		865

				22.3%		22.1%		23.7%		18.8%		26.0%

		その他 タ		1,187		437		260		463		27

				0.2%		0.1%		0.2%		2.6%		0.8%

		計 ケイ		732,568		588,930		122,703		17,611		3,324

		出典；文科省(2024a)「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果について」(P23)を元に筆者作成 シュッテン モンカショウ モト ヒッシャ サクセイ





5;校種別のSSWr対応学校数

		図表2-5　校種別ごとのSSWr対応学校数(2023年度) ズ ヒョウ コウシュベツ タイオウ ガッコウ スウ ネンド

						小学校　 ショウガッコウ		中学校　 チュウガッコウ		義務教育学校 ギムキョウイク ガッコウ		高等学校 コウトウ ガッコウ		中等教育学校 チュウトウ キョウイク ガッコウ		特別支援学校 トクベツシエンガッコウ		教育支援センター等 キョウイクシエン トウ

		対応件数 タイオウ ケンスウ		21,180		12,311		6,423		119		1,701		14		304		308

				100.0%		58.1%		30.3%		0.6%		8.0%		0.1%		1.4%		1.5%

		出典；文科省 児童生徒課より「スクールソーシャルワーカーの配置状況」について情報提供を受け、筆者作成 シュッテン モンカショウ ジドウ セイトカ ハイチ ジョウキョウ ジョウホウ テイキョウ ウ ヒッシャ サクセイ

		※SSWrの実人数；3,747人

		※文科省の補助金を利用し、対応したSSWrの実態となっている モンカショウ ホジョキン リヨウ タイオウ ジッタイ

		※補助金の有無にかかわらないSSWrの活動日数については、「令和5年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果」P133参照 ホジョキン

		※学校種別の配置実人数については、SSWrが教育委員会等に配置され、複数の学校等を対応しているケースが多いためデータがない





6;SSWrの配置

		表2-4　SSW の各配置形態とメリット ヒョウ カク

		配　置　形　態 ハイ チ カタチ タイ				メリット

		１．学校配置型 ガッコウ ハイチ ガタ		①単独校配置 タンドクコウ ハイチ		勤務日には常に当該校にいるため、緊急時の対応が可能である。教育相談コーディネーター等との連携により、児童生徒の行動観察や本人・保護者との面談、家庭訪問等を実施できる。 キンムビ ツネ トウガイ コウ キンキュウジ タイオウ カノウ キョウイクソウダン トウ レンケイ ジドウセイト コウドウカンサツ ホンニン ホゴシャ メンダン カテイホウモン トウ ジッシ

						共通；比較的に児童生徒・保護者等や教職員との関係構築が行いやすく、連携を取りやすい。児童生徒のおかれた環境の状況や課題等を把握できる。面談等直接支援を主とするが、適宜、間接支援も行う。 キョウツウ ヒカクテキ ジドウセイト ホゴシャ トウ レンケイ ト ジドウセイト カンキョウ ジョウキョウ カダイ トウ ハアク メンダントウ テキギ

				②拠点校配置 キョテンコウ ハイチ

						地域の小中学校を担当することにより個々の児童生徒の成長過程をみることができる。きょうだいケースなど小中学校間の連携が取りやすい。 チイキ ショウチュウ ガッコウ タントウ ココ ジドウセイト セイチョウ カテイ ショウチュウ ガッコウ カン レンケイ ト

		２．派遣型 ハケン ガタ				配置された地域を広範囲に担当し、どの学校も公平にSSWを活用することができる。学校からの派遣依頼を受けて、緊急時等に適宜対応することが可能となる。教職員へのコンサルテーションやケース会議など間接支援が中心となる傾向がある。 ハイチ チイキ コウハンイ タントウ ガッコウ コウヘイ カツヨウ ガッコウ ハケン イライ ウ テキギ タイオウ カノウ キョウショクイン カイギ カンセツシエン チュウシン ケイコウ

		３．巡回型 ジュンカイ ガタ				予め定められた学校ではあるが、地域の複数校の学校を巡回するため、当該校においては、巡回時に相談できる体制をとることができる。換言すると、学校から要請がなくてもSSWからアプローチすることも可能である。巡回時に気になる児童生徒がいれば教員に尋ねたり、校内各種委員会に参加することもできる。　 アラカジ サダ ガッコウ チイキ フクスウコウ ガッコウ ジュンカイ トウガイコウ ジュンカイジ ソウダン タイセイ カンゲン ガッコウ ヨウセイ カノウ ジュンカイジ キ ジドウ セイト キョウイン タズ コウナイ カクシュ イインカイ サンカ

		出典；馬場幸子(2019);SSWの仕事 等を参照に筆者作成  シュッテン バンバ サチコ シゴト トウ サンショウ ヒッシャ サクセイ
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